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□出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 今年度の事業計画のヒアリングでもありましたが、患者様と御家族の状態をどの位把握・理解しているのか、患者様と御家族の要望・訴えをどの位把握・理解しているのか、6,7月中に各担当スタッフが分析、評価を行って下さい。患者様自立生活能力評価表、患者様日常生活チェック表を作成しパソコンに「分析表」と載せてありますので分析の参考にして下さい。

· 下平SWより、五日市　公様の青風荘入所予定の件について来週にも青風荘へ入所許可の確認を行うとの事です。6月1日（木）入所予定となると思いますが、担当スタッフは退院時療養計画や退院時サマリーの準備を行って下さい。

· ワークフローで有給・早退・遅刻等申請する時は、必要事項に記入した上で申請を行って下さい。

· 西病棟の佐々木G.O.Mより、プログラム中にスタッフの目標面接を行い、リハプロについているスタッフがリーダーに断らずに席を外した事について謝罪のメールが届いていました。各スタッフは理由があって席を外す場合は担当スタッフ、リーダーへ報告を徹底して行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 小比類巻　昇様～5月17日より鼻汁、鼻閉、咳嗽の症状ありPL顆粒3日分処方と　

なっており本日朝食後でなくなりますが、本人様より鼻汁、咳嗽、排痰の訴えあり主治医に報告し継続処方となっています。PL顆粒（風邪薬）3包　3×1　3日分　本日昼食後より臨時処方となっています。引き続き風邪症状の観察や本人様の訴えを確認していきましょう。病棟内の患者様・スタッフへ手洗い、含嗽を徹底する様声かけしましょう。

木村　梅子様～5月19日の準夜より発熱、鼻汁、鼻閉、咽頭痛の訴えあり入浴拒否、クーリングを行っています。今朝は発熱なく、鼻汁のみ訴えられ PL顆粒（風邪薬）3包　3×1　3日分　本日昼食後より臨時処方となっています。引き続き風邪症状の観察や本人様の訴えを確認し病棟内の患者様・スタッフへ手洗い、含嗽を徹底する様声かけしましょう。

· 小坂　君子様～本日12時30分より5月21日（日）16時30分まで自宅へ御家族に

料理を作る事、買い物目的の為外泊予定となっていますが、今朝「節々が痛い。喉がかゆい」と話されています。バイタル異常はありませんが、風邪症状が悪化した際は病棟へ連絡するように話しています。帰院された際は風邪症状の確認や疲労感、服薬の状況を確認しましょう。

· 津嶋　イチ子様～現在、買い物は1週間に1回スタッフ付き添いで行っていますが、

買い物が終えた時点で買い物の内容・個数を詳しくカルテへ記載して下さい。本人様が自室で隠れておやつを摂取していた事実等があった際は、忘れずに記載して下さい。

· 柳杭田　かつ子様～異常体験に左右された言動とスタッフの介入した内容を詳し　

くカルテに記載して下さい。本人様はビック・スモールがいつも近くにいる存在であると話されています。その為に異常体験に左右されて本人様の状態を悪化させるような言動や日課やプログラムへ支障をきたす場合でない限りは、本人様の行動を注目し他者に対して迷惑行為等を確認した場合は、現実に目を向けるような言葉で対処していきましょう。

· 妄想のある患者様への対応についてのマニュアルの読みあわせを行っています。

1 患者様とのコミュニケーションは確実に行い、信頼関係の確立に努める。

2 どういった妄想体験を有しているのか把握する。

内容は否定も肯定もしない。

3 共感的な態度で接する。

4 病的体験にとらわれず、現実に注意や関心が行くような支援を行う。

5 経過をカルテに記載する。
※対応方法として

· 「なるほど」とか頷きや、首をかしげる仕草などの看護者の態度が妄想を肯定したり否定したりすることにもつながる。

· 患者とのコミュニケーションは誠実かつ正直に、曖昧な言葉やごまかしは避ける。


































